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　21世紀は生命科学（ライフサイエンス）の時代であるという．我国においても平成7年に施行さ
れた科学技術基本法を基にして生命科学の推進のための議論が各方面でされ，またそのための方策
もとられている．生命の仕組みを明らかにしてその仕組みを利用しようとする生命科学と，国民の
健康を守り疾病の克服を目的とする健康科学（ヘルスサイエンス）が同じであると考える人が驚く
ほど多い．健康科学の一部に生命科学の一部が重なるが，両者は全く異なる．健康科学は医学，薬
学はもちろんのこと，医療のための生命科学，情報学，倫理学，法律学，医療経済学，社会組織学
を含む総合科学である．健康科学の中でも医学特に臨床医学の果たす役割は極めて大きい．臨床医
学はその時代時代における最善の予防を含めた医療サービスを行うための学問である．より優れた
学問にするためには研究が必要である．臨床医学研究は患者さんを対象にした研究であり，疾病を
対象にした研究も含み，診断，治療法さらには予防法の研究である．治験は臨床医学研究の極く一
部である．研究とは研究室内で行われるものと考えがちになるがそうではない．病室，手術室，外
来等も立派な臨床医学研究の場である．臨床医学研究を行うに当たってはまず個々の人間を大切に
することがその絶対条件になる．人間を大切にすることは言うまでもなく医学の原点であり，臨床
医学研究の基である．その上，新しいことを見出し，作り出す稔りある臨床医学研究をするために
は，何がすでにわかっているのかその時点における最善の医学情報，医学技術をまず自分のものに
することが必要である．医学が急速に進歩する今日において，医療従事者一人一人の大変な努力が
必要であるし，その上研究をするのであるから，その努力に報いられる社会としてインフラストラ
クチャーの構築が必要である．そのための社会的経済負担には国民は十分応えてくれるものと考え
る．健康科学の中心である臨床医学研究が推進されてこそ国民の健康が守られ，一方また真の意味
での独創的な生命科学が我国にも根付く．健康科学とくに臨床医学の充実とその研究の推進が，21
世紀の国民の健康・福祉を守る上でも，ひいては国際貢献の上からも我国の最重要課題の一つであ
ると考える．
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